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本日，運動会を無事開催することができました。４年生～９年生で構成された運動会実

行委員が中心となって準備を進め，一人一人が輝くことのできる運動会にしようと今日の

日を迎えました。自分達で創り上げたこの運動会での経験が，子ども達の今後の自信と意

欲につながることを確信しています。 

勝敗や踊りのうまさにこだ

わることなく，全力を出し切

った白組。全ての人を笑顔に

する魅力がありました！ 

台風の接近で心配をしましたが，天候も子ども達の思いが通じたようです。 

10 月に入り，朝夕が肌寒く感じる時期となりました。早くも本年度の折り返し地点を

過ぎました。「実りの秋」と言いますが，児童生徒の姿が日々たくましくなってきてい

ます。 

そう感じていた先週金曜日の放課後，「相談したいことがあるのですが，・・・」と

言って９年生が校長室にやって来ました。運動会で自分達が頑張っている姿を親に見

せたいという内容でした。９年生にとっては最後の運動会です。思いは痛いほど伝わ

ってきましたが，承諾しませんでした。 

ところが，保護者の熱い思いと行動力が揺れていた 

私の判断を動かしました。 月曜日，大藪 PTA会長が 

来校され９年生の保護者だけでも参加を認めてほしい 

ことを話され，さらにコロナ対策も十分に考慮されて 

いました。また，他学年の保護者には，運動会の様子を撮影して DVDで配布するとい

うものでした。 

 運動会などの学校行事は，本来，保護者や地域の方に見てもらうことが目的ではあ

りませんが，９年生と保護者の思いと行動力には心を打たれました。改めて，成長し

た９年生の姿と，それを認め，信頼し，支えて頂いている保護者の思いを強く感じま

した。 

 コロナの時代だからこそ，当たり前に行っていたことが必要なのかじっくり考える

絶好のチャンスです。例年に比べ，練習に費やす時間は半分にしています。しかし，

そうした限られた時間の中でも，運動会の目的や方法，学年の種目などを子ども達一

人一人が真剣に考えてきました。 

 児童生徒が自分達の力で運動会を創り上げるため，実行委員会と各応援団が中心と

なり，「全員主役 ～We are the one～」を掲げて取り組んできたことは新たな伝統と

なります。子ども達が大きく成長してきたことを実感するとともに，保護者の方々の

温かいご理解，ご支援に改めて感謝を申し上げます。 

ありがとうございます。 

みんなが一人のために行動できる 

みんなが活躍できる運動会に 

そんな思いを込めたテーマ！ 

自分たちの力で一から 

創り上げた，精いっぱいの 

運動会にできた！ 

来年に向けて進んでいこう！ 

運動会実行委員会より 

日々を大切に、一つ一つの技

にこだわって練習を積み重

ねた赤組。さわやかな笑顔で

終えることができました！ 

鞆中学校からの伝統である

なでしこ太鼓。自分たちの太

鼓と最高の演奏をと，真剣な

表情が光っていました！ 

勝つための考えを出し合っ

た練習での作戦タイム。各チ

ームの秘策が仲間との団結

力につながっていました！ 

競技はもちろん最後まで全

力で頑張りました。自分の出

番前後の仲間を応援する姿

も輝いていました！ 

全員が楽しめて安全にできる

ルールを３・４年生が話し

合い決定！算数の「円と球」の

学習も活かされています！ 


